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日
奈
久
ニ
ュ
ー
ス

お
が

ま
ち

１

「
あ
り
が
と
う
」
が

行
き
交
う
ま
ち

日
奈
久

日奈久の人口
（４月末現在）

男 979人
女 1,186人
計 2,165人
(前月比-３人)
(2009年末3,444人)

令和８年６月号
（第２０２号)
発行者

日奈久住民自治会

身
近
な
人
に
「
あ
り
が
と
う
」

愛
す
る
日
奈
久
に
「
あ
り
が
と
う
」

訪
れ
る
人
に
「
あ
り
が
と
う
」

7日(日)町内一斉清掃

21日(日)父の日

27日(土)ｽﾎﾟｰﾂ協会総会

28日(日)ﾄｳﾓﾛｺｼ収穫祭

住
民
自
治
会
運
営
委
員
会
か
ら

<会 議 等>

12日(金)市政協力員例会

15日(月)運営委員会

19日(金)広報部会

５
月
15
日(

金)

開
催
の
運
営
委
員
会
か

ら
、
記
事
に
掲
載
し
な
か
っ
た
主
な
事
項

を
お
伝
え
し
ま
す
。

○
旅
館
組
合

・
総
会
を
５
月
26
日(

火)

に
開
催
予
定
。

○
事
務
局

・
Ｊ
Ｒ
Ａ
寄
付
物
品
の
住
民
自
治
会
分
は
、

タ
ー
プ
テ
ン
ト
に
な
り
ま
し
た
。

・
令
和
８
年
度
の
敬
老
会
を
９
月
20
日

(

日)

に
開
催
す
る
予
定
で
す
。

○
そ
の
他

・
日
奈
久
ス
ポ
ー
ツ
協
会
の
総
会
が
６
月

27
日(

土)

日
奈
久
ゆ
め
倉
庫
で
開
催
予

定
で
す
。

６月の行事から

何
か
あ
っ
た
ら
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
で

は
な
く
、
何
か
困
る
前
に
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー

に
相
談
を
と
力
説
さ
れ
ま
し
た
。

第
６
包
括
セ
ン
タ
ー
38ｰ

３
３
７
３

「
一
人
前
に
な
れ
ば
」

馬
越
町

西
村
謙
剛

山
緑
に
囲
ま
れ
た
と
こ
ろ
に
小
さ
な
町

が
あ
る
。
そ
こ
に
住
む
人
た
ち
は
と
て
も

素
朴
で
人
が
良
く
、
人
情
深
く
初
対
面
で

も
心
開
い
て
対
話
で
き
る
。
こ
の
町
に
現

代
語
で
言
う
過
保
護
で
育
っ
た
23
歳
の
青

年
が
い
た
。
家
業
は
農
業
で
、
両
親
と
一

緒
に
行
動
を
共
に
し
て
友
達
も
な
く
、
他

の
家
に
遊
び
に
行
く
こ
と
も
な
く
、
そ
ん

な
こ
と
も
苦
も
な
く
欲
も
な
く
楽
し
く
暮

ら
し
て
い
た
。

あ
る
日
突
然
、
そ
の
青
年
の
母
親
か
ら

電
話
が
あ
っ
た
。
「
子
供
を
自
衛
隊
に
入

隊
さ
せ
た
い
」
と
い
う
。
私
は
、
心
弾
ま

せ
て
青
年
の
家
へ
と
車
を
走
ら
せ
た
。
家

で
は
両
親
が
玄
関
で
迎
え
、
青
年
は
両
親

の
後
ろ
姿
に
隠
れ
、
恥
ず
か
し
そ
う
に
う

つ
む
い
て
い
た
。

早
速
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
を
見
せ
、
自
衛
隊

の
現
況
等
を
説
明
す
る
。
な
ぜ
厳
し
い
自

衛
隊
へ
の
入
隊
を
望
む
の
か
を
問
う
と

「
現
代
社
会
は
井
の
中
の
蛙
に
な
っ
て
は

い
け
な
い
。
情
報
化
社
会
で
も
正
し
い
知

識
を
得
る
に
は
自
ら
の
体
験
と
努
力
が
必

要
で
あ
る
。
人
間
と
し
て
生
ま
れ
て
き
た

以
上
、
世
の
た
め
人
の
た
め
に
努
力
し
な

く
て
は
い
け
な
い
。
そ
の
道
場
と
し
て
自

衛
隊
が
一
番
良
い
」
と
父
親
は
話
し
て
く

れ
た
。
ま
た
「
希
望
に
満
ち
て
進
む
こ
と

は
、
到
達
す
る
こ
と
よ
り
も
優
れ
て
い
る
。

そ
し
て
真
の
成
功
は
努
力
す
る
こ
と
で
あ

る
」
と
ス
チ
ー
ブ
ン
ソ
ン
の
言
葉
ま
で
伝

え
て
く
れ
た
。

そ
の
間
、
青
年
は
何
一
つ
話
さ
ず
、
う

つ
む
い
て
ば
か
り
で
あ
る
。
も
し
入
隊
し

た
ら
先
は
大
丈
夫
だ
ろ
う
か
と
心
配
で
あ
っ

た
が
、
「
一
人
前
に
な
れ
ば
」
と
自
衛
隊

へ
入
る
こ
と
を
お
願
い
さ
れ
、
本
人
も
了

解
し
て
く
れ
た
。

人
そ
れ
ぞ
れ
生
い
立
ち
は
違
う
が
、
現

代
社
会
に
お
い
て
23
歳
の
青
年
が
親
の
言

う
ま
ま
に
心
を
決
め
る
素
朴
さ
、
純
情
さ

に
触
れ
人
生
観
の
大
切
さ
を
知
ら
さ
れ
た
。

青
年
は
現
在
、
自
衛
官
と
し
て
北
辺
の

護
り
に
務
め
て
い
る
。
青
年
の
今
後
の
発

展
と
健
勝
を
心
か
ら
祈
る
と
共
に
、
「
境
・

心
に
転
じ
、
心
・
境
に
転
ず
」
を
送
り
た

い
。

読
者
の
広
場

４
月
28
日(

火)

午
後
３
時
よ
り
、
ゆ
め
倉
庫
に
お
い
て
、

令
和
８
年
度
定
期
総
会
が
、
各
町
内
代
議
員
、
住
民
自
治

会
役
員
合
計
53
人
中
38
人(

委
任
状
11
人)
の
参
加
の
も
と

開
催
さ
れ
ま
し
た
。

住
民
自
治
会
橋
本
勝
利
会
長
代
行
、
八
代
市
市
民
活
動

政
策
課
牛
田
博
之
課
長
の
挨
拶
の
後
、
羽
多
野
俊
光
さ
ん

（
中
町
）
の
議
事
進
行
で
協
議
さ
れ
ま
し
た
。
事
務
局
と

会
計
か
ら
の
丁
寧
な
説
明
で
、
ス
ム
ー
ズ
に
進
行
し
、
山

本
一
樹
新
会
長
と
役
員
の
承
認
を
含
む
す
べ
て
の
議
案
が

承
認
さ
れ
ま
し
た
。

次
の
人
が
令
和
８
年
か
ら
２
年
間
日
奈
久

住
民
自
治
会
役
員
及
び
運
営
委
員
と
し
て
選

出
さ
れ
ま
し
た
。(

敬
称
略)

写
真
前
列
右
か
ら

ス
ポ
ー
ツ
文
化
部
会
長

宮
本
英
達

副
会
長(

健
康
福
祉
人
権
部
会
長)

倉
野
静
香

会
長

山
本
一
樹

町
内
連
絡
委
員
長

西
村
一
夫

事
務
局
長

篠
原
朴
雄

後
列
右
か
ら

広
報
部
会
長

山
田
健
二

事
務
局
長
補
佐(

会
計
・
書
記)

久
保
賢
二

生
活
環
境
部
会
長

吉
田
正
伸

（
写
真
に
写
っ
て
い
な
い
役
員
の
紹
介
）

企
画
イ
ベ
ン
ト
部
会
長

中
山
諭
扶
哉

監
事

中
路
隆
治

小
早
川
恭
子

理
事

松
本
啓
佑

５
月
14
日(
木)

10
時
よ
り
ゆ
め
倉
庫
に

て
、
民
生
委
員
児
童
委
員
・
老
人
会
・
婦

人
会
・
市
政
協
力
員
会
の
役
員
計
32
人
と

八
代
市
社
会
福
祉
協
議
会
か
ら
２
人
の
参

加
を
得
て
福
祉
協
議
会
総
会
を
開
催
さ
れ

今
年
も
「
ア
グ
リ
日
奈
久
」
の
ご
厚
意

に
よ
り
「
ト
ウ
モ
ロ
コ
シ
収
穫
祭
」
が
開

催
さ
れ
ま
す
。
下
田
賢
二
代
表
を
は
じ
め

ア
グ
リ
日
奈
久
の
皆
さ
ん
の
思
い
に
感
謝

し
な
が
ら
、
ル
ー
ル
を
し
っ
か
り
守
っ
て

楽
し
い
収
穫
祭
に
し
ま
し
ょ
う
。

◆
期
日

令
和
８
年
６
月
28
日
（
日
）

◆
受
付

９
時
～
11
時
（
小
雨
決
行
）

◆
料
金

（
４
本
）
５
０
０
円

◆
品
種

ド
ル
チ
ェ

ド
リ
ー
ム

◆
準
備
物

長
靴
、
軍
手

◆
主
催

日
奈
久
住
民
自
治
会

◆
協
力

ア
グ
リ
日
奈
久

◆
問
合
せ

日
奈
久
コ
ミ
セ
ン
38-

２
３
９
０

◆
場
所

ア
グ
リ
日
奈
久
の
西
側
の
畑

ト
ウ
モ
ロ
コ
シ
収
穫
祭

６
月
28
日(

日)

開
催
予
定

日
奈
久
住
民
自
治
会

令
和
８
年
度

定
期
総
会
開
催

新
会
長
に
山
本
一
樹
氏
を
選
出
、
全
議
案
を
承
認

令
和
８
・
９
年
度

役
員
及
び
運
営
委
員
紹
介

◆
こ
の
事
業
は
収
穫
体
験
を
目
的
と
し
た

ア
グ
リ
日
奈
久
の
協
力
事
業
で
す
。
販
売

事
業
で
は
あ
り
ま
せ
ん
の
で
、
予
約
受
付

は
あ
り
ま
せ
ん
。
生
育
状
況
や
当
日
の
天

候
に
よ
り
期
日
の
変
更
も
あ
り
ま
す
。
変

更
の
場
合
は
、
会
場
の
掲
示
板
で
お
知
ら

せ
し
ま
す
。

会 場 案 内 図

ゴキブリ団子を
6月1日から購入できます。

１袋 ２００円
各町内の婦人会員へ申し込むか、日

奈久コミュニティセンター玄関で無

人販売いたします。

日奈久校区婦人会

町
内
一
斉
清
掃
は
、

６
月
７
日(

日)

町
内
で
変
更
も
あ
り
ま
す
。

橋本勝利

前会長代行

令
和
８
年
度

日
奈
久
校
区

福
祉
推
進
協
議
会
総
会
開
催

ま
し
た
。

議
長
の
中
路
隆
治
さ
ん
の
進
行
で
左
記

決
議
案
が
採
決
さ
れ
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

○
第
１
号
決
議
案

令
和
７
年
度
日
奈
久

校
区
福
祉
推
進
協
議
会
事
業
報
告
及
び
決

算
報
告
・
監
査
報
告

○
第
２
号
決
議
案

令
和
８
年
度
日
奈
久

校
区
福
祉
推
進
協
議
会
事
業
計
画
及
び
予

算
総
会
終
了
後
、
第
６
地
域
包
括
支
援
セ

ン
タ
ー
所
長
の
松
下
さ
ん
が
包
括
セ
ン
タ
ー

の
活
用
と
見
守
り

活
動
の
在
り
方
や

注
意
点
と
し
て

「
困
っ
た
時
は
ひ

と
り
で
思
い
込
ま

ず
、
解
決
し
よ
う

と
せ
ず
、
家
族
・

友
達
に
相
談
す
る

習
慣
を
身
に
つ
け
て
行
く
こ
と
。
見
守
り

活
動
の
在
り
方
は
相
手
が
監
視
さ
れ
て
い

る
感
覚
を
与
え
な
い
様
に
普
段
か
ら
の
ひ

と
声
の
声
か
け
と
共
助
に
心
掛
け
る
事
が

大
切
で
あ
る
」
こ
と
を
話
さ
れ
ま
し
た
。

こ
の
た
び
、
住
民
自
治
会
長
を
拝
命
い

た
し
ま
し
た
山
本
一
樹
で
す
。
前
任
の
今

田
様
を
は
じ
め
、
こ
れ
ま
で
地
域
を
支
え

て
こ
ら
れ
た
皆
様
の
ご
尽
力
に
深
く
感
謝

申
し
上
げ
ま
す
。
伝
統
を
大
切
に
し
つ
つ
、

誰
も
が
安
心
し
て
暮
ら
せ
る｢

住
み
よ
い

町｣

を
目
指
し
、
自
分
な
り
に
誠
心
誠
意

務
め
て
参
る
所
存
で
す
。

至
ら
ぬ
点
も
多
々
あ
る
か
と
存
じ
ま
す

が
、
皆
様
の
温
か
い
ご
支
援
と
ご
協
力
を

ご
挨
拶山本一樹

新会長

賜
り
ま
す
よ
う
心
よ
り
お
願
い
申
し
上

げ
、
簡
単
で
す
が
就
任
の
ご
挨
拶
と
さ

せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。
お
世
話
に
な
り

ま
す
。

今
田
徳
次
郎
前
会
長
が
体
調
不
良
の

た
め
、
規
約
に
則
り
副
会
長
の
私
が
、

６
ヶ
月
間
会
長
職
務
代
行
を
行
っ
て
き

ま
し
た
。
日
々
充
実
感
や
心
地
よ
さ
を

感
じ
務
め
て
参
り
ま
し
た
。

こ
の
間
、
運
営
委
員
会
の
役
員
の
皆
様
、

地
域
住
民
の
皆
様
に
協
力
い
た
だ
き
、
大

変
嬉
し
く
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。
私
が
一

番
思
い
出
に
な
っ
た
こ
と
は
、｢

お
が
ま
ち

日
奈
久
ニ
ュ
ー
ス｣

が
２
０
０
号
を
達
成
し
、

小
野
市
長
に
５
人
で
報
告
に
行
っ
た
こ
と

で
す
。｢

観
光
地
の
日
奈
久
が
盛
り
上
が
る

こ
と
が
八
代
市
の
活
性
化
に
つ
な
が
る
の

で
、
日
奈
久
の
観
光
振
興
に
全
力
で
取
り

組
み
た
い｣

と
小
野
市
長
の
力
強
い
言
葉
を

頂
き
ま
し
た
。
私
も
結
果
を
期
待
し
な
が

ら
、
皆
様
方
の
ご
多
幸
と
ご
健
勝
を
心
よ

り
祈
念
し
、
新
会
長
へ
バ
ト
ン
を
渡
し
、

副
会
長
の
役
を
終
え
た
い
と
思
い
ま
す
。

長
い
間
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

副会長の開会宣言

広 告 欄
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２

４
月
12
日

(

日)

日
奈

久
温
泉
神
社

イ
ベ
ン
ト
広

場
に
お
い
て
、

「
四
月
は
日
奈
久
で
音
楽
会
」
が
開
催
さ

れ
ま
し
た
。
日
奈
久
を
盛
り
上
げ
よ
う
と

主
催
し
た
の
は
、
四
月
は
日
奈
久
で
音
楽

の
会(

代
表
上
野
晃
二
氏)

で
す
。

暖
か
い
穏
や
か
な
一
日
、
市
内
は
も
と

よ
り
県
内
や
九
州
各
地
か
ら
も
１
５
０
人

を
超
え
る
観
客
が
来
場
し
ま
し
た
。
第
３

回
を
迎
え
る
今
回
も
、
浜
町
の
リ
ッ
ツ
モ

ン
ド
の
店
主
、
山
田
貴
久
さ
ん
が
総
合
司

会
で
盛
り
上
げ
ま
し
た
。

八
代
市
立
第
三
中
学
校
箏
曲
部
の
琴
の

音
色
を
皮
切
り
に
、
コ
ー
ラ
ス
や
ポ
ッ
プ

ス

、

ク

ラ

シ

ッ

ク

、

カ
ン
ト
リ
ー

ミ
ュ
ー
ジ
ッ

ク

の

ダ

ン

ス
、
ス
ト
リ
ー

ト
ダ
ン
ス
な

ど
多
彩
の
演

目
が
披
露
さ

れ
ま
し
た
。

観
客
は
桟
敷

さ
じ
き

に
陣
取
り
、

ピ
ク
ニ
ッ
ク

気
分
で
食
事

を
し
な
が
ら

音
楽
や
ダ
ン
ス
を
楽
し
ん
で
い
ま
し
た
。

イ
ベ
ン
ト
広
場
は
山
間
に
音
が
響
き
渡
り

出
演
者
に
大
好
評
で
し
た
。

今
年
の｢

母
の
日
ラ
ブ
ひ
な
マ
ル
シ
ェ｣

は
、
素
晴
ら
し
い
天
気
に
恵
ま
れ
た
５
月

10
日(

日)

ゆ
め
倉
庫
で
開
催
さ
れ
ま
し

た
。駐

車
場
に
は
、
多
く
の
キ
ッ
チ
ン

カ
ー
や
出
店
が
揃
い
ま
し
た
。
恒
例

の
カ
ー
ネ
ー
シ
ョ
ン
や
イ
チ
ゴ
、
八

代
農
業
高
等
学
校
の
ス
イ
ー
ツ
販
売

な
ど
大
盛
況
で
し
た
。
今
年
は
八
代

市
の
新
名
物
「
ち
く
ワ
ン
ド
ッ
ク
」

の
販
売
も
行
わ
れ
て
い
ま
し
た
。
気

温
も
上
が
り
、
冷
た
い
ス
イ
ー
ツ
も

好
評
で
し
た
。

会
場
の
ゆ
め
倉
庫
の
ス
テ
ー
ジ
で
は
、

地
元
の
こ
ど
も
た
ち
の
ダ
ン
ス
が
披
露
さ

れ
、
一
気
に
盛
り
上
が
り
ま
し
た
。
そ
の

後
、
白
百
合
学
園
高
等
学
校
の
コ
ー

ラ
ス
部
が
美
し
い
ハ
ー
モ
ニ
ー
で

会
場
を
魅
了
し
ま
し
た
。
ま
た
、

秀
岳
館
高
等
学
校
三
味
線
部
が
、

見
事
な
演
奏
を
披
露
し
ま
し
た
。

午
前
の
部
の
最
後
は
、
八
代
清
流

高
等
学
校
、
八
代
東
高
等
学
校
、

八
代
工
業
高
等
学
校
の
３
校
合
同

の
吹
奏
楽
の
演
奏
で
し
た
。

午
後
か
ら

は
、
カ
ー
ネ
ー

シ
ョ
ン
量
り

当
て
大
会
、

日
奈
久
み
そ
量
り

当
て
大
会
が
開
催

さ
れ
ま
し
た
。
ど

４
月
18
日
（
土
）
日
奈
久
小
中
学
校
グ

ラ
ウ
ン
ド
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
30
人
の

参
加
者
が
あ
り
、
２
回
戦
行
わ
れ
ま
し
た
。

２
回
目
の
ラ
ウ
ン
ド
途
中
で
雨
が
強
く
降

り
、
中
断
し
ま
し
た
が
、
何
と
か
最
後
ま

で
や
り
遂
げ
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
グ

ラ
ウ
ン
ド
状
況
は
悪
か
っ
た
で
す
が
、
た

く
さ
ん
の
ホ
ー
ル
イ
ン
ワ
ン
が
出
て
、
渡

邊
郵
便
局
長
か
ら
ホ
ー
ル
イ
ン
ワ
ン
賞
を

い
た
だ
い
て
笑
顔
が
こ
ぼ
れ
て
い
ま
し
た
。

結
果
は
以
下
の
通
り
で
す
。
（
敬
称
略
）

１
位
西
村
一
夫
、
２
位
橋
口
ス
ミ
子
、
３

位
宮
本
学
、
４
位
北
園
ア
キ
エ
、
５
位
米

﨑
孝
之
。
ホ
ー
ル
イ
ン
ワ
ン
は
以
下
の
６

人
で
す
。
梅
田
ミ
ヤ
子
、
橋
口
ス
ミ
子
２

回
、
宮
本
学
、
西
村
一
夫
、
北
園
ア
キ
エ
、

川
崎
英
嗣

ま
た
、
２
回
目
の
グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ

大
会
が
予
定
さ
れ
て
い
ま
す
。
多
数
の
参

加
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

ピ
ク
ニ
ッ
ク
感
覚
で
音
楽
を
楽
し
む

春
の
ひ
と
と
き
「
四
月
は
日
奈
久
で
音
楽
会
」

上野晃二さん登場
軽妙な話で盛り

上げた山田貴久さん

雨
に
も
負
け
ず

ナ
イ
ス
シ
ョ
ッ
ト

日
奈
久
郵
便
局
杯
グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
大
会
開
催

主
管

日
奈
久
ス
ポ
ー
ツ
協
会

ち
ら
も
決
め
ら
れ

た
重
量
ぴ
っ
た
り

を
目
指
し
て
参
加

者
は
奮
闘
し
ま
し

た
。
会
場
か
ら
は

｢

頑
張
れ｣

と
声
援

が
飛
び
ま
し
た
。

次
に
登
場
し
た

の
は
六
ち
ゃ
ん
と
ち
く
ワ
ン
の
コ
ン
ビ
で

し
た
。
ジ
ェ
ス
チ
ャ
ー
ク
イ
ズ
や
バ
ド
ミ

ン
ト
ン
対
決
、
ち
く

ワ
ン
の
マ
ジ
ッ
ク
が

披
露
さ
れ
会
場
は
笑

い
に
包
ま
れ
ま
し
た
。

最
後
は
恒
例
の
大

抽
選
会
が
行
わ
れ
、

名
前
を
呼
ば
れ
る
度

に
歓
声
が
上
が
っ
て

い
ま
し
た
。

当
日
は
カ
ー
ネ
ー
シ
ョ
ン
風
呂
が
、
６

つ
の
施
設
で
開
催
さ
れ
賑
わ
い
ま
し
た
。

金
波
楼
を
訪
れ
た
女
性
は
、｢

今
日
は
母
の

日
な
の
で
、
母
を
連
れ
て
き
ま
し
た
。
香

り
が
と
て
も
良
か
っ
た
で
す｣

と
喜
ば
れ
ま

し
た
。

５
月
12
日(

５
月
第
２
火
曜
日
）
日
奈

久
阿
蘇
神
社(

大
明
神)

に
て
、
茅
の
輪
く

ぐ
り
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

今
年
の
主
役
は
子
供
た
ち
に
な
り
ま
し

た
。
昨
年
来
ら
れ
た
高
齢
の
人
の
中
に
は
、

足
腰
が
弱
く
な
り
、
も
う
来
ら
れ
な
く
な
っ

た
人
も
い
ら
っ
し
ゃ
い
ま
し
た
。
寂
し
い

現
実
で
す
。
そ
れ
で
も
健
康
を
願
っ
て
、

左
回
り
右
回
り
そ
し
て
も
う
一
度
左
に
回
っ

て
最
後
に
真
っ
す
ぐ
で
お
祓
い
を
受
け
て

い
ま
し
た
。
８
の
字
で
完
結
す
る
の
が
茅

の
輪
く
ぐ
り

の
手
順
で
す

が
、
間
違
い

を
指
摘
さ
れ

つ
つ
も
最
後

は
笑
顔
で
終

わ
っ
た
立
願

祭
、
夏
越
祭

で
し
た
。

ナイスショットの連続

渡邊局長からホールインワン賞を

受け取る参加者

カントリーミュージックのダンス春の穏やかな一日にピクニック気分

見事なピアノと歌で盛り

上げた村井智子さん

(竹之内町出身)

清らかなハーモニーを披露

した がらっぱ姉妹

冷たいスイーツが人気

盛り上がった｢母の日 ラブひなマルシェ｣
爽やかな陽気に誘われて、賑わい大盛況

コーラスにあわせ

ちくワンも登場受付を担当した中学生

伸びやかなテノールの歌声

を披露した末広幸一郎さん

無
病
息
災
を
願
っ
て

大
明
神
で
「
茅
の
輪
く
ぐ
り
」

よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す

日奈久出張所
桑原秀朗さん

千
丁
支
所
産
業
建
設
課
よ
り
異
動
し

て
参
り
ま
し
た
桑
原
と
申
し
ま
す
。
日

奈
久
出
張
所
に
は
、
平
成
６
年
か
ら
５

年
間
、
令
和
元
年
に
１
年
間
勤
務
し
て

お
り
ま
し
た
。
こ
れ
か
ら
よ
ろ
し
く
お

願
い
し
ま
す
。

３
年
ぶ
り
に
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
オ
ー
プ
ン

し
た
博
物
館
の
特
別
企
画
第
一
弾
が
開
催

中
で
す
。
そ
の
中
に
日
奈
久
温
泉
に
ま
つ

わ
る
資
料
「
芦
北
郡

往
還
筋
絵
図
」
（
江

戸
時
代
中
期
～
後
期
、

鳥
居
家
旧
蔵)

が
展
示

さ
れ
て
い
ま
す
。
往

還
と
は
街
道
の
こ
と

で
、
日
奈
久
か
ら
袋

(

水
俣
市
袋)

ま
で
の

薩
摩
街
道
の
沿
線
図

が
描
か
れ
て
い
ま
す
。

日
奈
久
町
を
描
い

た
部
分
に
は
、
立
ち

並
ぶ
建
物
と
「
御
茶
屋
」
が
描
か
れ
て
い

お
ち
ゃ
や

ま
す
。
日
奈
久
御
茶
屋
は
江
戸
時
代
に
熊

本
藩
主
が
建
て
た
休
憩
・
宿
泊
施
設
で
す
。

温
泉
に
入
る
こ
と
の
で
き
る
湯
殿(

浴
室)

が
つ
い
て
い
て
、
藩
主
や
他
家
の
大
名
、

幕
府
の
巡
検
使
が
利
用
し
ま
し
た
。
と
り

わ
け
薩
摩
藩
主
の
島
津
氏
は
参
勤
交
代
の

折
に
た
び
た
び
日
奈
久
御
茶
屋
を
利
用
し

ま
し
た
。

「
あ
れ
？
ち
ょ
っ
と
待
て
よ
」
と
思
い

ま
せ
ん
か
。
日
奈
久
御
茶
屋
と
は
御
前
湯

が
あ
っ
た
本
湯
の
こ
と
で
は
な
い
か
と
。

絵
図
を
見
て
も
場
所
も
同
じ
の
よ
う
で
す
。

と
こ
ろ
が
博
物
館
の
学
芸
員

に
よ
れ
ば
、
藩
営
の
「
浴
場

(

本
湯)

」
と
「
御
茶
屋
」
と

の
関
係
が
よ
く
わ
か
っ
て
お

ら
ず
、
そ
も
そ
も
藩
営
の
浴

場
の
実
態
も
よ
く
わ
か
っ
て

い
な
い
と
い
う
こ
と
で
す
。

藩
主
な
ど
重
要
人
物
が
利
用

す
る
お
茶
屋
で
す
か
ら
、
外

部
に
は
極
秘
だ
っ
た
と
思
わ

れ
ま
す
。

※
本
稿
お
よ
び
絵
図
の
画

像
は
八
代
市
立
博
物
館
未
来
の
森
ミ
ュ
ー

ジ
ア
ム
の
協
力
を
得
ま
し
た
。
展
示
と
同

様
に
「
芦
北
」
と
表
示
し
ま
し
た
。

日
奈
久
歴
史
散
歩

芦
北
郡
往
還
筋
絵
図
に
見
る

藩
営
の
日
奈
久
御
茶
屋

八
代
市
立
博
物
館
再
開
館
企
画
展

６
月
14
日(

日)

ま
で
展
示
中

芦北郡往還筋絵図(八代市立博物館蔵）
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